


(2) 

新築住宅 は す ベ て 省 工 ネ住宅

圃
環
境
省
で
は
毎
年 、
一
般

精

廃
棄
物
姐
理
の
実
態
調
査
を

っ
て
い
る 。
そ
の
2
0
0
 

場
7

年
度
の
結
東
が
2

0
0
 9

 

年
11
月
に
公
表
さ
れ
た 。
総

＂

排
出
置
は
東
京
ド
ー

ム
約
1

杯
分 。
前
年
の
約
1

4
0
杯
分
か
ら
約
2
.
3
%

墳
3
7

環

の
減
少
だ
っ

た 。
ゴ
ミ
の
総

排
出
量
は
2
0
0
 0
年
度
以

降 、
ほ
ぼ
減
少
餌
向
に
あ
り 、

ベ
ー

ス
ラ
イ
ン
と
さ
れ
る
1

9
9
7
年
度
の
数
慎
を
3
年

迎
続
で
下
回
っ

た 。

一

ド
イ
ツ
政
府
は 、
2
0
0
 0
年
10

設
を
奨
励
す
る
よ
り
も 、
既
存
の
建

月
に
地
球
醗
暖
化
防
止
の
た
め
の
国

物
の
遮
断
・

断
熟
性
を
高
め
る
掏
置

家
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
決
議
し
た 。
目
標

へ
の
助
成
の
ほ
う
が
重
要
だ
と
い
う

に
掲
げ
ら
れ
た
の
は
「
湿
室
効
果
ガ

見
方
も
あ
り 、
議
論
は
活
発
化
し
て

ス
の
徘
出
抑
制」
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

い
る 。
そ
う
し
た
窟
見
の
対
寸
ば 、

ギ
ー

の
倍
増」
「
コ
ー

ジ
ェ

ネ
レ
ー

シ

省
エ
ネ
に
対
す
る
閲
心
の
高
さ
を
示

ョ
ン
の
拡
充」
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
の

し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う 。

改
善」 。

ま
た 、
ド

イ
ツ
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ

続
く
2
0
0
 2
年
に
は
「
省
エ
ネ

ー
の
利
用
も
積
極
的
に
推
進
し
て
お

ル
ギ
ー

政
令」
が
発
効
す
る 。
以
降 、

り 、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
利
用
し
た

ド
イ
ツ
園
内
で
は 、
二
酸
化
炭
素
(
C

設
備
を 、
住
宅
に
導
入
す
る
堀
合
は 、

O2)
の
排
出
量
削
減
に
存
効
な
工

国
や
自
治
体
な
ど
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

ネ
ル
ギ
ー

補
助
金
を

受
け
る
こ

世
界
の
省
エ
ネ

消
費
効
率

に
関
す
る

ふ

令

丑
基

n

ふ
ゴ

シ

と
が
で
き

改
善
政
策

る 。

の
霊
要
性
が
さ
ら
に
高
ま
っ

て
い
く 。

ド
イ
ツ
で
太
障
光
発
電
シ
ス
テ
ム

特
に
建
物
に
関
し
て
は 、
エ
ネ
ル

の
設
置
数
が
増
加
す
る
背
累
に
は 、

ギ
ー

25
S

30
％
の
削
減
目
概
の
策
定

園
民
へ
の
環
境
配
虞
意
識
の
浸
透
に

と 、
新
築
住
宅
は
す
べ
て
エ
ネ
ル
ギ

よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い 。
こ
れ
は
ド

ー
需
要
を
示
し
た
証
明
書
の
取
得
が

イ
ツ
が
国
を
あ
げ
て 、
法
的
な
枠
釦

必
要
と
な
り 、
低
エ
ネ
ル
ギ
ー

ハ
ウ

み
づ
く
り
と
促
追
の
た
め
の
強
力
な

ス
と
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
る

支
援
策 、
さ
ら
に
省
エ
ネ
に
よ
る
経

ほ
ど
の
徹
底
ぶ
り
だ 。

済
効
果
を
効
果
的
に
ア
ピ
ー

ル
し
た

し
か
し 、
新
築
住
宅
が
い
く
ら
省

結
果
と
も
い
え 、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

エ
ネ
と
い
っ

て
も 、
住
宅
を
建
設
す

導
入
が
進
ん
で
い
る
理
由
は
そ
こ
に

れ
ば
C
O2
の
排
出
犀
は
単
純
に
増

あ
る
だ
ろ
う 。
日
本
が
学
べ
る
要
素

え
る 。
そ
の
た
め
省
エ
ネ
住
宅
の
建

は
多
分
に
あ
る 。
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※環境合発表資料より

【第19回】

2008年前年比2%増加
一人あたり年間1.3

t-
✓
C
9
排
出
量
過
去
星
紐
に

2
 0
0
 9
年
11
月 、
国
内
容 。
G
C
P
は
炭
素
循
環

立
環
院
研
究
所
（
茨
城
県
つ
の
影
翅
な
ど
を
地
球
即
震
で

く
ば
市）
は 、
2
0
0
 8
年
研
究
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で

の
人
為
起
源
の
炭
酸
ガ
ス
排
国
立
環
境
研
究
所
内
に
も
オ

出
塁
が
前
年
比
2

％
増
と
な
フ
ィ

ス
が
置
か
れ
て
い
る 。

り 、
過
去
棗
高
の
年
間
1

人

レ
ポ
ー
ト

に
よ
れ
ば 、
化

あ
た
り
1.
3
砂
に
な
る
と
石
燃
料
の
燃
焼
に
よ
る
ニ

公
表
し
た 。
国
際
研
究
計
岡
酸
化
炭
素
(
C
O2)
の
排

の
グ
ロ
ー

バ
ル
・カ
ー

ボ
ン
・

出
塁
は 、
1
9
9
0
年
比
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(
G
C
P)
41
％
増
加 。
こ
れ
は
気
仮
変

が
イ
ギ
リ
ス
の
地
球
科
学
専
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル

門
誌
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
・

ジ
オ
(
I
P
C
C)
の
予
測
し
た

サ
イ
エ
ン
ス」
に
掲
載
し
た
シ
ナ
リ
オ
の
中
で
も
最
悪
の

グローバル・カーボン・プロジェ外報告
国立環境研究所公表

2
0
1
0
年
1

月 、
政
府
は
地

球
湿
暖
化
防
止
の
た
め
の
国
民
連

動「
チ
ャ
レ
ン
ジ
25
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン」

を
ス
タ
ー
ト
し
た 。
開
始
に
あ
た
っ

て
は 、
首
相
官
邸
で
キ
ッ

ク
オ
フ
・

イ
ベ
ン
ト

を
開
個
し 、
鳩
山
由
紀
夫

首
相
を
は
じ
め
小
沢
鋭
仁
環
境
相 、

俳
優
の
加
山
雄一＝
さ
ん 、
上
戸
彩
さ

ん
ら
が
参
加
し
た 。

同
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は 、
こ
れ
ま
で

「
チ
ー

ム
・

マ
イ
ナ
ス
6
笏」
と
し

て
進
め
ら
れ
て
い
た
京
都
議
定
雷
の

口
腺
達
成
を
踏
ま
え
た
洞
暖
化
防
止

の
国
民
廼
動
か
ら 、
よ
り一
涵 ‘
-―

酸
化
炭
素
(
C
O2)
削
減
を
進
め

る
呼
び
掛
け
と
し
て 、
こ
れ
を
引
き

継
ぐ
形
で
展
開
さ
れ
る 。
2
0
0
 9
 

年
9

月
に
鳩
山
首
相
が
国
迎
気
傑
変

動
サ
ミ
ッ
ト

で
表
明
し
た
「
2
0
2

チ
キ

特
に
湿
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削

減
が
遅
れ
て
い
る
オ
フ
ィ

ス
や
家
庭

部
門
へ
の
呼
び
掛
け
に
重
点
が
麿
か

れ
る 。
同
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
提
案
す

チーム·マイナス6%
............. 

0
年
ま
で
に
1
9
9
0
年
比
で
孤
室

効
果
ガ
ス
を
25
％
削
減
す
る」
と
い

う
高
い
自
標
を
逹
成
し
て
い
く
た
め

の
取
り
組
み 。

る
臭
体
的
な
皿
暖
化
防
止
の
行
動
は

6
項
自
で 、
「
6
つ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ」

と
名
付
け
ら
れ
た
以
下
の
呼
び
掛

け 。
①
エ
コ
な
生
活
ス
タ
イ
ル
を
選

択
し
よ
う
②
省
エ
ネ
製
品
を
選
択
し

よ
う
③
芦
然
を
利
用
し
た
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
廻
択
し
よ
う
④
ビ
ル
・

住
宅
の

ェ
コ
化
を
選
択
し
よ
う
⑤
C
O2
削

減
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
し
よ
う

⑥
地
域
で
取
り
組
む
湿
暖
化
防
止
活

動
に
参
加
し
よ
う 。

例
え
ば
ビ
ル
・

住
宅
の
エ
コ
化

で
は 、
窓
を
複
層
ガ
ラ
ス
に
す
る
リ

フ
ォ
ー

ム
で
暉
断
熱
化
を
図
り
効
率

的
な
エ
ア
コ
ン
の
使
用
を
す
す
め
た

り 、
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
ヘ
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入
を
呼
び
掛
け

る
な
ど
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い

る 。

ケ
ー

ス
に
粕
っ

た
動
き
を
し

て
い
る
と
い
う 。

ま
た 、
G
C
P
の
調
査
で

は 、
全
世
界
に
お
け
る
大
気

中
の
C
O2
濃
度
は 、
3
8

5
p
p
m
に
ま
で
運
し
て
い

る 。
こ
れ
を
産
業
革
命
以
前

の
側
と
比
較
す
る
と
38
％
の

増
加
に
な
る 。

金
融
危
機
の
影
響
に
よ
り

排
出
量
は
若
干
減
少
に
転
じ

る
が 、
世
界
全
体
が
排
出
削

減
に
向
け
た一
戸
の
努
力
を

し
な
い
限
り 、
再
び
増
加
に

転
じ
る
だ
ろ
う
と
菩
告
し
て

い
る 。

25
％
削
減
へ
国
民
運
動
ス
タ
—
卜

京都議定書で定められた

6種の温室効果ガス

温室効果ガス GWP 

二酸化炭素 (CO2) _ l 

化石燃料の使用などで発生。全温室
効果ガスの9割程度を占める

メタンガス (CH4) _ 21 

農業廃棄物（わら等）の婉却や家畜
（牛）のゲップなどから発生

一酸化二窒素(N20) 310 

化石燃料やバイオマス燃料の使用な
どで発生

/\イドロフルオロカー粛ン覆(HFCs) 年'--11700

車のエアコンや家庭用冷蔵庫などに
利用される

バーフルオロカー前冴息(PFCs) '65CD----Ba刃D

半涯体のエッチングガスts..ビとして利
用される

六フッ化硫黄(SFB) : 23900 

絶縁性能力でく竜力機器の絶縁媒体
などとして利用される

政
府
は
1

月 、
濡
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
羅
を
2
0
2
0
年
ま
で
に
1
9

9
0
年
比
25
％
削
減
す
る
目
標
を
国

連
気
慄
変
動
枠
組
条
約
事
務
國
に
提

出
し
た 。
証
暖
化
対
策
の
た
め
国
内

排
出
温
取
引
制
度
や
謎
暖
化
対
策
税

な
ど
の
施
策
を
模
索
し
て
い
る 。

国
内
徘
出
塁
取
引
制
度
に
つ
い
て

の
第
5
回
目
と
な
る
今
回
は 、
排
出

量
取
引
の
排
出
量
と
は
そ
も
そ
も
何

か
と
い
う
某
本
を
解
説
し
て
い
く 。

ま
ず
は 、
そ
の
根
底
に
あ
る
洞
室

効
果
ガ
ス
と
は
何
か
に
つ
い
て
触
れ

て
お
く 。
地
球
皿
暖
化
の
原
去
と
い

わ
れ
る
菰
室
効
果
ガ
ス
は 、
京
都
議

定
書
に
お
い
て
6

種
類
が
指
定
さ
れ

て
い
る 。
二
酸
化
炭
素
(
C
O2) 、

温室効果ガス排出量

11 
•• ltl'4 I膿R!甜，�I Ema 
4ネルギー使用� pらリン"あた� � 球温暖化係ふ
廃棄物焼却●など f?..32t-C02な どの b橿類の濡室効

言孟麿翌 X は言孟嘔） 1
ガスごと(C:決め□

蛸位） I り 0.00056lt-C02 
、 X れた紐化の影響

転す暉
（代替恒）など

（
国
内
排
出
量
取
引
制
度
）

だ
が 、
日
本
の
親
在
の
試
行
的
な

排
出
墨
取
引
は
1

万
以
上
の
企
業
が

参
加
し
て
い
る
欧
州
排
出
醤
取
町
制

度
に
比
べ
る
と 、
参
加
企
業
の
数
は

少
な
く
5
0
0

社
に
も
潤
た
な
い 。

ま
た 、
環
塊
省
の
自
主
参
加
型
国
内

排
出
量
制
度
(
J
V
E
T
S)
や
経

済
産
業
省
の
国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト

な
ど

複
数
の
制
度
が
漉
在
し 、
ガ
イ
ド

ラ

イ
ン
に
よ
る
排
出
璽
の
相
建
な
ど
問

題
が
多
く
残
っ

て
い
る 。
そ
の一
方

で 、
東
京
都
や
埼
玉
県
な
ど
地
方
自

治
体
単
位
で
排
出
置
取
引
制
度
を
実

施
す
る
動
き
も
あ
る 。

日
本
玉
内
の
み
に
適
用
す
る
制
度

で
は
意
味
が
な
く 、
世
界
各
国
の
取

り
組
み
を
加
野
に
入
れ 、
省
庁 、
地

方
自
治
体
の
枠
を
超
え
た
議
論
と
制

度
設
計
が
不
可
欠
と
な
っ

て
い
る 。

今さら聞けない……

温室効果ガスって何？

メ
タ
ン
ガ
ス 、
一
酸
化
二
窒
素
（
罪

酸
化
窒
素） 、
ハ
イ
ド
ロ
フ
ル
オ
ロ

カ
ー

ボ
ン
類 、
パ
ー

フ
ル
オ
ロ
カ
ー

ボ
ン
類 、
六
フ
ッ

化
硫
黄
で
あ
る 。

こ
の
6

種
の
そ
れ
ぞ
れ
に
皿
暖
化
へ

の
影
鬱
を
数
値
化
し
た
地
球
湿
暖
化

係
数
(
G
W
P)
が
定
め
ら
れ
て
い

る 。
基
準
は
C
O2
で
G
W
P
は
1 0

メ
タ
ン
ガ
ス
は
21 、
一
酸
化
二
窒
素

は
3
1
0
と
い
う
具
合
だ 。

淵
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
は 、
化

石
燃
料
の
使
用
量
な
ど
（
活
動
量）

を
調
べ 、
そ
こ
に一
定
量
の
排
出
係

数
（
ガ
ソ
リ
ン
使
用
時
の
係
数 、
電

気
使
用
時
の
係
数
な
ど
細
か
く
分

類）
と
G
W
P
を
掛
け
合
わ
せ
算
出

し
て
い
く 。
日
本
の
総
排
出
量
は
毎

年 、
国
立
製
碗
研
究
所
が
と
り
ま
と

め
公
表
さ
れ
る 。
こ
の
数
値
は
精
度

が
高
く
世
界
か
ら
の
評
価
も
高
い 。

こ
の
よ
う
に
し
て
算
出
さ
れ
る
排

出
羅
を 、
上
限
枠
を
決
め
る
な
ど
し

て 、
金
銭
に
換
え
る
ル
ー

ル
を
つ
く

り 、
や
り
収
り
す
る
の
が
徘
出
雪
取

引
で
あ
る 。 環

境
問
題基

旦
習l
o-

。疋
o

F.
 

復5回］

雨
の
と
き
に
貯
め
て
お
い
た
大
鼠
専
入
は 、
電
力
供
給
の
か
ら
だ 。

政
府
は
2
0
2
0
年
の
実
現

結
果
は
ど
う
か 。
自
由
化
冥
の
商
品
で
あ
る
た
め
に
価

も
の
を
適
宣
使
う
こ
と
が
で
基
本
的
な
仕
組
み
自
体
に
大

さ
ら
に 、
需
要
サ
イ
ド

に
に
向
け
て
系
統
対
策
を
進
め
対
象
と
な
っ

て
い
る
特
別
磨
格
の
み
が
競
争
の
要
素
と
な

き
る 。
し
か
し 、
電
気
は
こ
き
な
変
化
を
も
た
ら
す 。
な
も
「
ス
マ
ー
ト

メ
ー

タ
ー」

る
と
と
も
に 、
技
術
的
課
睾 、
庄
・

高
圧
需
安
家
の
中
で
も
り 、
供
給
サ
イ
ド

主
体
で
ひ

れ
が
で
き
な
い 。

ぜ
な
ら
ば 、
こ
れ
ま
で
は
大
と
い
う
仕
組
み
が
専
入
さ
社
会
コ
ス
ト

最
小
化
の
嗣
点
一
体
ど
れ
ほ
ど
が
複
数
の
電
っ

ぱ
っ

て
こ
ら
れ
た
こ
と
に

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
の
型
の
発
電
所
で
効
率
よ
く
発
れ
る 。
こ
れ
は 、
た
だ
使
っ

か
ら
検
証
を
迎
め
る
と
し
て
力
会
社
の
料
金
や
サ
ー

ビ
ス
あ
る
と
考
え
る 。
今
回
と
り

2
0
1
0
年
1

月 、
次
世
可
能
で
あ
る
の
に
対
し 、
自
割
合
を
増
や
す
こ
と
の
雛
し
電
さ
れ
た
電
気
が
送
配
霞
網
た
電
気
量
を
計
里
す
る
と
い
い
る 。

を
比
較
検
酎
し
て
契
約
で
き
ま
と
め
ら
れ
た
「
次
世
代
エ

代
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

社
会
シ
ス
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
用
い
た
発
さ
は
こ
こ
に
あ
っ

た 。
こ
れ
を
使
っ

て
需
四
地
ま
で
届
け
う
現
在
の
メ
ー

タ
ー

と
異
な

こ
こ
で
再
度
考
え
た
い
の
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か 。
ほ
ネ
ル
ギ
ー
・

社
会
シ
ス
テ
ム」

テ
ム
窃
議
会
の
E
閻
と
り
ま
霞
方
法
で
は 、
制
御
で
き
な
ら
の
問
題
を
解
決
し 、
低
炭
ら
れ
る
の
が
基
本
的
な
仕
組
り 、
発
電
温
に
応
じ
て
需
要
は
電
力
自
由
化
と
「
次
世
代
ん
の
わ
ず
か
で
あ
る 。
ま
た 、
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
で 、
胴

n1

と
め
（
案）
「
次
世
代
エ
ネ
い
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
量
で
素
社
会
を
構
築
す
る
た
め
に
み
で
あ
っ

た
が 、
瑕
在
普
及
量
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

社
会
シ
ス
テ
自
由
化
開
始
後
10
年
経
っ

た
要
家
は
自
ら
電
気
の
供
給
者

1
ル
ギ
ー
・

社
会
シ
ス
テ
ム
の
発
電
量
が
決
ま
る
と
い
う
こ
必
要
と
さ
れ
る
の
が
「
次
世
が
進
め
ら
れ
て
い
る
太
醐
光
機
能
を
持
つ 。
例
え
ば 、
発
ム」
の
関
係
だ 。
2
0
0

 0

今
で
も 、
新
親
参
入
者
は
10

と
な
っ

た
り 、
自
ら
需
要
置

閂

構
築
に
向
け
て」
が
発
表
さ
と
で
あ
る 。
つ
ま
り 、
自
然
代
送
電
ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
の
構
発
電
な
ど
は
個
々
の
住
居
に
電
墨
が
多
い
と
き
に 、
給
濶
年
よ
り
始
ま
っ

た
電
力
自
由
年
前
に
暉
回
し
て
い
た
の
と
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
る
と

れ
た 。
低
炭
素
社
会
の
実
興
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
は 、
好
き
な
築」
で
あ
る 。
天
傑
の
変
動
殴
賣
さ
れ 、
余
剰
竃
力
に
つ
翠
で
お
萄
を
大
呈
に
沸
か
し
化
の
日
的
は 、
世
界
的
に
み
同
じ
よ
う
な 、
送
電
網
の
利
い
う
要
素
が
加
わ
る 。
こ
れ

季

と 、
そ
の
鍵
を
握
る
自
然
工

で 、
よ
う
や
く
亀
力
市
場
に

春

ネ
ル
ギ
ー

の
大
匿
尊

麿

ユ

ー

ザ

ー

の

電

力

市

場
へ

の

本

格

参

加

な

る

か

ュ
ー

ザ
ー

が
本
格
参
加
で
き

め
の
シ
ス
テ
ム
構
築
に
つ
い

る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う 。
さ

戸
鰭
鰭
[

O とり

「
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー・

社
会
シ
ス
テ
ム」
の
構
築

旦
闘
鱈

成

太
醐
光
や
風
力
発
竃
と
い

ど
う
い
っ

た
雫
源
の
電
気
を

っ
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
用
と
き
に
好
き
な
だ
け
発
電
を
で
出
力
が
変
わ
る
自
然
エ
ネ
い
て
は
送
配
軍
網
に
流
さ
れ
た
り 、
自
動
的
に
洗
濯
を
開
て
割
高
と
い
わ
れ
る
日
本
の
用
条
件
を
中
心
と
し
た
問
題
使
い
た
い
か 、
と
い
う
嗜
好

い
た
発
電
方
法
と 、
石
炭 、
す
る
こ
と
が
で
き
ず 、
太
醐
ル
ギ
ー

発
雫
（
特
に
メ
ガ
ソ
る
こ
と
か
ら 、
稼
端
に
い
え
始
し
た
り
す
る
こ
と
が
可
能
電
気
料
金
を
削
減
す
る
こ
と
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
を
表
せ
る
よ
う
に
も
な
る 。

呼句

石
油 、
天
然
ガ
ス
発
電
と
い
ま
か
せ
風
ま
か
せ
で
電
力
の
ー

ラ
ー

と
い
わ
れ
る
太
陽
光
ば
太
闊
光
パ
ネ
ル
が
設
臓
さ
に
な
る
の
だ 。

に
あ
っ

た 。
電
力
小
売
市
場
と
い
う 。
そ
ん
な
状
態
で
日

こ
の
よ
う
な
需
要
家
の
二

（
っ

た
化
石
燃
料
を
用
い
た
発
景
が
変
わ
っ

て
し
ま
う 。

発
電
が
主
軸）
の
大
墨
尊
入
れ
た
個
々
の
住
店
が
発
電
所

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
を
自
由
化
す
る
こ
と
で 、
需
本
の
電
力
巨
由
化
は
止
ま
っ

ー
ズ
が
供
給
者
の
動
き
を
促

〇

電
方
法
と
で
は
何
が
逢
う
の

こ
れ
と
あ
わ
せ
て
「
電
気
を
可
能
に
す
る
送
配
電
系
統
に
な
り 、
多
数
の
ポ
イ
ン
ト

大
置
に
導
入
さ
れ
て
も
安
定
要
家
は
好
き
な
電
力
会
社
か
て
い
る
の
だ 。

す 、
こ
れ
以
外
に
わ
が
国
の

2

か 。
一
言
で
い
え
ば 、
化
石
は
備
蓄
が
き
か
な
い」
と
い
網
と
余
剰
電
力
を
貯
蔵
す
る
で
発
電
さ
れ
た
細
か
い
電
気
供
給
を
実
躙
す
る
産
靭
な
霞
ら
竃
気
を
買
え
る
こ
と
に
な

竃
力
自
由
化
が 、
こ
の
よ
電
力
自
由
化
を
進
化
さ
せ
る

燃
料
な
ど
を
用
い
た
発
電
方
う
特
徴
も
問
類
と
な
る 。
例
た
め
の
芋
電
池
シ
ス
テ
ム
の
を
送
配
電
網
の
中
で
集
め
て
カ
ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
と
電
力
の
る 。
つ
ま
り 、
市
硼
に
競
争
う
な
結
果
と
な
っ

た
原
因
の
方
法
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

浩
は 、
発
冨
し
た
い
董
に
応
え
ば
「
水」
で
あ
れ
ば 、
使
構
築
で
系
統
安
定
化
を
図
る
周
辺
地
域
の
電
力
悪
要
の一

地
産
地
消
モ
デ
ル
の
相
互
補
が
生
じ
る
こ
と
で
価
栴
を
下
―
つ
は 、
こ
れ
ま
で
の
霞
力
る 。
（
ス
ペ
ク
ト

ル
パ
ワ
ー

じ
て
投
入
す
る
燃
料
の
量
を
い
た
い
と
き
に
都
合
よ
く
雨
必
要
が
あ
る
そ
う
だ 。

部
を
ま
か
な
う 、
い
わ
ゆ
る
完
す
る
仕
組
み
が
「
日
本
型
げ
る
こ
と
が
狙
い
と
さ
れ
た
自
由
化
が 、
電
気
と
い
う
商
デ
ザ
イ
ン
株
式
会
社

村
上

コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
こ
と
が
が
降
る
わ
け
で
は
な
い
が 、

こ
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
産
地
消
の
仕
組
み
に
な
る
ス
マ
ー
ト

グ
リ
ッ
ド」

だ 。
改
革
で
あ
っ

た 。

品
が
誰
か
ら
買
っ

て
も
同
じ
晶
子）
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般コ
ミ
日
3

杯
分
減
少

□
;

�
�
1

A
〗
〗
[
[

`〗鸞門
〗

〗
[
[

い

[

“

口

闘

ゴ
ミ
排
出
垣
は
1
0
8
9
考
ル
率
は
20
.
3
% 、
前
年
度
残
余
容
量
は
9

年
連
続
で
減

ま
た 、

‘コ
ミ
姐
理
事
業
経

環
境
省
調
資
2
0
0
 7
年

度

実

績

公

表

で 、
こ
れ
も
前
年
の
1
1
1

の
19
.
6
％
を
0．
7
ポ
イ
少
し
て
お
り 、
今
回
2
0
0
費
は 、
前
年
度
1

兆
8
6
2

5
弩
か
ら
2.
3

％
減
少
し
ン
ト

上
回
っ

た 。
そ
う
し
た
7
年
度
末
の
数
値
は 、
1

偉
7
饂
巴
か
ら
28
唸
円
減
少
し

2
 0
0
 7
年
度
の
ゴ
ミ
の
て
い
る 。

再
生
利
用
量
の
上
昇
を
反
映
2
2
0
2

万
立
方
討 。
こ
れ
て
1

兆
8
5
9
9

惹
円 。
国

総
排
出
置
は 、
東
京
ド
ー

ム

こ
の
う
ち
直
接
資
源
化
や
し
て 、
最
終
処
分
量
も
減
少 。
を
も
と
に
し
た
棗
終
処
分
場
民
1

人
あ
た
り
で
は
1

万
4

約
1
3
7
杯
分
の
5
0
8
集
団
回
収
な
ど
に
よ
り
再
生
前
年
度
の
6
8
1

万
外
に
対
の
残
余
年
数
は
15
.
7
年
に
6
0
0
円
に
な
る 。

全
国
で
始
ま
っ

て
い
る
市
民
発 、
ス

カ
バ
ー

を
利
用
す
る
な
ど
次
々
に
改
良

ト
ッ

プ
皿
暖
化
の
取
り
組
み
を一
同
に

を
加
え 、
地
元
の
小
学
校
で
も
舞
境
プ

集
め 、
県
大
会
に
憂
勝
し
た
代
表
が
集

ロ
グ
ラ
ム
の一
環
と
し
て
制
作
会
を
実

喜
全
国
大
会
が
あ
る 。
ス
ト
ッ

プ
皿

施 。
結
果 、
約
6
3
0

人
の
手
に
よ
っ

暖
化
「一
村一
品」
大

曲
祁

て
街
灯
は
L
E
D
に
生

謬
駅
鱈
町

潤
作

闘
鰭
丘

誓
暖
化
防
止
活
動
推

会

4
人

分
た
ち
の
名
前
を
書
き

翡
ン
タ
ー

が
中
心
と

廿

_
J

込
み 、
み
ん
な
が
大
人

な
り
開
始
さ
れ
た
3
カ

t、
Cl
叩

に
な
る
ま
で
照
ら
し
続

年
事
業 。
今
年
2

月
集

ヵ

一

闊
ん
や」
と 、
自
分

大
成
と
し
て 、
選
去
最

み

t

た
ち
が
育
つ
街
に
つ
い

多
全
国
1
3
9
4
件
の

組

↓

＇^

て
考
え
る
き
っ

か
け
と

り

一

な
っ

た 。
実
際
に
従
来

の
水
銀
灯
か
ら
L
E
D

応
募
か
ら
47
団
体
が
選

又

r
_＇

 

の

ば
れ
開

讐
れ
た 。

例
え
ば 、
銀
賞
に
選

コ

Ii

に
交
換
す
る
こ
と
で
年

閻
約
90
％
の
二
酸
化
炭

工

浬
皿

素
(
C
O2)
削
減
効

ば
れ
た
京
都
府
代
表
の

長
岡
京
市
は
地
元
商
店

街
が
中
心
と
な
っ

た
取

た
。

フ

果
が
あ
る 。
地
元
で
起

り
組
み 。
1
9
8
9

年

れ

ツ

こ
っ

て
い
る
閻
題
を 、

市
民
と
地
方
自
治
体 、

ス

企
業
が一
結
に
取
り
組

1
0
3

店
舗
あ
っ

伍

優

L
r

央
商
店
街
で
は
2
0
0
 

9
年
63
店
舗
に
減
少 。
夜
間
に
地
域
住

み 、
地
域
の
活
性
化
へ
つ
な
げ
て
い
る 。

民
の
安
全
を
確
侯
す
る
街
灯
維
持
費
が

優
れ
た
ア
イ
デ
ア
が
出
会
い 、
普
及

商
店
街
の
財
政
を
庄
迫
し
て
い
た 。
そ

の
場
と
な
る
大
作
戦
は
今
年
で
終
了
す

こ
で
「
省
エ
ネ
で
長
寿
命
の
L
E
D
街

る 。
そ
れ
は
残
念
だ
が 、
長
岡
京
市
の

灯
に
で
き
な
い
か」
と
検
討
が
始
ま
る 。

よ
う
に
エ
コ
活
動
に
終
わ
り
は
な
く 、

当
時 、
L
E
D
街
灯
は
市
販
さ
れ
て
お

次
の
世
代
へ
と
受
け
継
が
れ
る 。
春
を

ら
ず 、
商
店
街
会
員
は
白
作
に
て
試
作

迎
え
新
た
な
気
持
ち
で
住
む
ま
ち
を
見

を
璽
ね
た 。
試
作
品
は 、
風
呂
用
電
灯

直
し
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か 。
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自然冷媒 (CO2) ・ヒ ー トポンプ給湯機

給湯が変わる。
粋らしを変える。
家族みんなに使いやすい
暮らし想いのパワフル設計P 2 カ所で同時給湯だから

洗い物もだんぜん快適。
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機器の省エネはもちろん
使い方でさらに

省エネをナビゲートしてくれる
ェコキュ ー トXシリ ー ズ誕4: ! 

- .., .,
tキレイ孵き

ゅったりバスタイムで I}ラクゼ•シ1ン
1· 身モ ー ドで心もリラッケス

人浴体操ナビ

BG11を聴きながら
快適,,スクイム

ガス給褐器に比べ

ェコキュ ー トが 約

暮らしを変える〉 � 旦
ェコキュ ー ト 6油給沿器
(EQX37LFV) 

日
呈
贔》
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● CO2排出量
CO, 排出呈とそれを吸収するのに
必要な森林（スギ）の数

エネルギーを有効利用することで、効率
性向上と、さらに企業力を高めることがで
きまま空調専門メ ーカー 「ダイキン空調」
と電力呈を把握している「日本テクノ」
が省エネルギー で快適な環境づくりをご
捉案させていただきます。

． 
日本テクノはダイキン工業の業務用エアコンを代理店として販売しています

函�0120-308-498 日本テクノ
お問い合わせ・資料請求 9:00~17:00 (土·B・祝日・弊社休英日を除く）














